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この章は、次の項で構成されています。
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• システム要件, 1 ページ

• メモリおよび CPU使用率, 2 ページ

VMware vRealize Orchestrator 用 Cisco UCS Central プラグ
インについて

vRealizeOrchestrator（vRO）は、拡張可能なワークフローのライブラリを提供する開発およびプロ
セス自動化プラットフォームです。これらのワークフローによって、VMware vSphereインフラス
トラクチャを管理するための自動化された、構成可能なプロセスを作成し、実行することができ

ます。vRealize Orchestratorは、他の管理ソリューションと統合できるオープンプラグインアーキ
テクチャを使用します。

Cisco UCS Centralプラグインは、vRealize Orchestratorのオープンプラグインアーキテクチャを利
用してUCSCentralと vRealizeOrchestratorを統合します。統合後、プラグインで vRealizeOrchestrator
の機能を利用して、UCS Centralサーバでタスクを作成し、ワークフローを定義できます。

システム要件
VMware vRealize Orchestrator

このバージョンのプラグインは、次の VMware vRealize Orchestratorリリースでサポートされてい
ます。

• vRealize Orchestrator 7.x

Cisco UCS Central

このバージョンのプラグインは、UCS Centralの次のメジャーリリースに対応しています。
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•リリース 1.4.x

•リリース 1.5.x

メモリおよび CPU 使用率
メモリおよび CPU使用率は、vRealize Orchestratorサーバの JVMプロセスのメモリおよび CPU使
用量に基づいています。Cisco UCS Centralプラグインの実行による vRealize Orchestrator環境のメ
モリと CPUへの影響はかなり小さく、無視できます。JVMのメモリと CPUの使用量は、プラグ
イン使用のさまざまな段階でモニタ済みです。
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